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社会的体格不安の測定に関する研究

磯　貝　浩　久

The　measurement　of　social　physique　anxiety

　　　　　of　Japanese　college　students

【目的】

　身体意識（body　consciousness）に関する研究では，これまで身体イメージや

身体図式あるいは身体カセクシス等の研究により検討されてきたが，身体や体

格の社会的な評価に対する認知についてはほとんど検討されていない。

　自分の体格は他人にどう思われているかという認識は，身体活動を積極的に

行わせたり回避させたりする。例えば，体格に対する不満が運動行動への主要

な動機づけ要因となり，また一方では，運動中の体格の様相は運動への参加を

思いとどまらせることと関連する。あるいは，この認識はダイエットなどの食

事制限を促したり，日常の活動を消極的にさせたりする。これらのことから，

他人が自分の身体を評価することが不利な結果をしばしばもたらすという認識，

換言すれば，社会的な体格に対する不安を検討する必要性が指摘できよう。

　Elizabeth（1992）1）らは社会的体格不安を，「自分の体格について他人が評価

することを経験する中で生じる不安」として概念化している。

この概念に基づくと社会的体格不安は，個人の体格を含む評価の存在や期待の

結果生じる不安であり，社会的不安（他者の存在によって精神的動揺を体験し

やすい傾向）の下位概念として位置づけられよう。

　また，社会的体格不安は身体意識に関する研究分野の一部として見なされ，

Schilder11）が「各自が持つ自己自身の身体心像」として概念化した身体イメー
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ジなどと密接に関連するものと思われる。

　さらに，ここでの体格とは個人の身体の形や組織，特に身体の脂肪，筋肉，

そして一般的な身体のプロポーションとして捉えられる。

　社会的体格不安について検討することは，肥満に対する極度の恐れからもた

らされる拒食症などを理解していく上で有効であろう。また，社会的体格不安

と身体活動との関連，社会的体格不安の高い人の特徴（肥満度，性格特性，

コーピングの仕方）などについて明らかにすることも重要な意味を持つものと

思われる。

　そこで本研究では，前述の社会的体格不安に関連する諸問題を解決するため

に不可欠な社会的体格不安を測定する尺度を作成することを試みる。

　具体的には，Elizabeth（1992）1）らが作成した社会的体格不安スケール（so－

cial　physique　anxiety　scale：SPAS）を基に日本人への適用可能性を模索し，そ

の日本語版を作成することを目的とした。尚，彼らはSPASを作成する際に

構成概念的妥当性及び基準関連妥当性についての検討を行っており，従って本

稿では，日本においても同様の因子構造を示すかという視点から因子的妥当性

の検討を行うことと，信頼性に関して内的整合性と信頼性係数から検討を行う

ことが目的とされた。

　また，女性が男性と比較して，身体に対する不満が大きく4）凡9），身体サ

イズを過大評価する傾向2）ほ）’7）があることから，社会的体格不安に関しても

女性が男性よりも高い不安を示すという仮説を設定し，社会的体格不安の性差

に関して検討を加えることとした。

【方法】

　1）調査対象

　九州工業大学，九州大学，北九州大学，中村学園大学の学生1199名。

　男子学生581名であり，女子学生618名である。

　対象者の平均年齢は男子18．7才，女子19．3才。平均身長は男子170．9cm，

女子158・3cm・平均体重は男子62．2kg，女子50．7kgである（表1参照）。
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表1　調査対象

男　性 女　性 全体

人　　数（人） 581 618 1，199

年　　齢（歳） 18．7±0．94 19．3±1．04

身　　長（cm） 170．9±5．32 158．3±4．86

体　　重（kg） 62．2±8．29 50．7±5．84

2）調査期間

平成4年10月から平成5年6月にかけて調査を実施した。

　3）調査内容

　Elizabeth（1992）1）らが作成した社会的体格不安スケール（social　physique

anxiety　scale：SPAS）を日本語に翻訳した質問紙。

「1．自分の体型について特に不都合は感じていない」，「2．やせすぎ，あるいは

太りすぎにみえる服を着ても全然気にならない」，「3．自分の体型を気にしなく

てよかったらよいのになあと思う」，「4．自分の体重や筋肉のつきぐあいのこと

で他人にあまり良く評価されていないと思うことがしばしばある」，「5．鏡をみ

てなかなか良い体型だと思う」，「6．時々自分の体型の悪さが気になって仕方な

いことがある」，「7．他人が一緒にいると自分の体型が気になってしまう」，「8．

自分の体型がどんなふうに他人の目に写っていようと特に気にしない」，「9．自

分の体型について他人が何かいっていることが分かったら嫌な気がする」，

「10．体型がはっきりするような格好をするのは恥ずかしい」，「11．自分の体型

が他人にみられていることがはっきり分かっても落ち着いていられる」，「12．

水着を着ると体型が気になる」の12項目から構成される。

　解答方法は各項目に対して，1．全然そんなことはない，2．少しは当てはま

る，3．まあまあ当てはまる，4．良く当てはまる，5．とても良く当てはまる

の5段階で行った。
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　日本語への翻訳に関しては，翻訳した項目について再度英語の専門家に検討

してもらった後に項目を決定する方法を用いた。

また，学生を対象として予備調査を実施し，各項目についての理解に困難が生

じるかどうかを確認した。

　4）分析手順

　日本語版SPASの得点を算出し分析するため，ネガティブな意味を有する

項目の得点はそのままとし，ポジティブな意味を有する項目の得点を逆転させ

て得点化した。従って，得点が高いほど社会的体格不安が高いことを示す。

　分析方法は，1）まず内的整合性を調べ，2）折半法により信頼性を検討した。

3）因子分析法により因子的妥当性の検討を行った。さらに，4）合計得点の男女

間のt検定，5）各項目毎にZ2検定を行った。

　尚，分析は九州大学電算機センターの統計用パッケージSPSSを用いて

行った。

【結果と考察】

　1．項目分析について

　日本語版SPASの内的整合性を検討するために項目分析を行った。項目分

析は，各項目と項目の合計得点（該当する項目は除く）との相関係数を用いた。

　その結果表2に示すように，男子学生においては「5．鏡をみてなかなか良い

体型だと思う」で最も低い相関係数（r＝．359）を示し，「6．時々自分の体型の

悪さが気になって仕方ないことがある」で最も高い相関係数（r＝．656）を示し

た。女子学生においては「9．自分の体型について他人が何かいっていることが

分かったら嫌な気がする」で最も低い相関係数（r＝．425）を示し，「6．時々自

分の体型の悪さが気になって仕方ないことがある」で最も高い相関係数（r＝

．654）を示した。全対象者でみると「4．自分の体重や筋肉のつきぐあいのこと

で他人にあまり良く評価されていないと思うことがしばしばある」で最も低い
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相関係数（r＝．457）を示し，「6．時々自分の体型の悪さが気になって仕方ない

ことがある」で最も高い相関係数（r＝．728）を示した。

　男子学生，女子学生及び全対象者のいずれの分析においても，全ての項目に

0．1％水準の有意性が認められた。

従って，日本語版SPASの12項目の内的整合性は確認されたといえよう。

表2　日本語版SPASの内的整合性

全体得点との相関係数
日本語版SPASの項目

全体 男性 女性

1．自分の体型について特に不都合は感じてい ．610 ．497 ．590

ない。

2．やせすぎ，或いは太りすぎにみえる服を着 ．601 ．482 ．435

ても全然気にならない。

3．自分の体型を気にしなくて良かったらよい ．686 ．613 ．547

のになあと思う。

4．自分の体重や筋肉のつきぐあいのことで他 ．457 ．488 ．500

人にあまり良く評価されていないと思うこ

とがしばしばある。

5．鏡をみてなかなか良い体型だと思う。 ．469 ．359 ．453

6．時々自分の体型の悪さが気になって仕方な ．728 ．656 ．654

いことがある。

7．他人が一緒にいると自分の体型が気になっ ．678 ．621 ．616

てします。

8．自分の体型がどんなふうに他人の目に写っ ．627 ．556 ．508

ていようと特に気にしない。

9．自分の体型について他人が何かいっている ．531 ．433 ．425

ことが分かったら嫌な気がする。

10．体型がはっきりするような格好をするのは ．669 ．601 ．510

恥ずかしい。

11．自分の体型が他人にみられていることがはっ ．627 ．533 ．475

きり分かっても落ち着いていられる。

12．水着を着ると体型が気になる。 ．727 ．620 ．564
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　2．信頼性係数について

　日本語版SPASの12項目の信頼性を検討するために，折半法による

Speaman－Brownの公式により信頼性係数を求めた。その結果は表3に示すよ

うに，男子学生（r＝・．826），女子学生（r＝．816），および全対象者（r＝．878）

のいずれの分析においても高い信頼性係数が示された。従って，折半法による

信頼性は確認されたものと思われる。

　内的整合性と折半法によるSpeaman－Brownの公式により信頼性の検討を

行ったが，いずれの分析においても高い信頼性を示す結果が得られたものと思

われる。

表3　日本語版SPASの信頼性係数

n SPERMAN－BROWNの信頼性係数

全体 1，199 ．878

男性 581 ．826

女性 618 ．816

　3．因子的妥当性について

　日本語版SPASの因子的妥当性を検討するために，対象者全体の1199名を

対象として，主因子解とノーマル・バリマックス法による直交回転を行い，固

有値1．0の基準で因子の抽出を試みた。

　その結果表4に示すとおり，1因子が抽出され，その分散寄与率は43．4％で

あった。因子負荷量0．4以上の基準で項目を選択した結果，12項目全てが選択

された。

　特に，高い因子負荷量を示した項目としては，「6．時々自分の体型の悪さが

気になって仕方ないことがある」，「12．水着を着ると体型が気になる」，

「3．自分の体型を気にしなくてよかったら良いのになあと思う」等である。

　これらのことより，日本語版SPASの因子的妥当性が確かめられたものと

思われる。



社会的体格不安の測定に関する研究　　　　　　　　　　　15

表4　日本語版SPASの因子分析

因　　子 番号 負荷量 項　目　内　容

6 ．770 時々自分の体型の悪さが気になって仕方な

いことがある。

12 ．769 水着を着ると体型が気になる。

3 ．726 自分の体型を気にしなくて良かったらよい

のになあと思う。

7 ．716 他人が一緒にいると自分の体型が気になっ

てしまう。

10 ．706 体型がはっきりするような格好をするのは

恥ずかしい。

8 ．662 自分の体型がどんなふうに他人の目に写っ

F1 ていようと特に気にしない。

社会的体格不安 11 ．661 自分の体型が他人にみられていることがはっ

（43．4） きり分かっても落ち着いていられる。

1 ．645 自分の体型について特に不都合は感じてい

ない。

2 ．635 やせすぎ、或いは太りすぎにみえる服を着

ても全然気にならない。

9 ．563 自分の体型について他人が何かいっている

ことが分かったら嫌な気がする。

5 ．493 鏡をみてなかなか良い体型だと思う。

4 ．485 自分の体重や筋肉のつきぐあいのことで他

人にあまり良く評価されていないと思うこ

とがしばしばある。

注（）は分散寄与率を示す。

　4．日本語版SPASの性差について

　社会的体格不安は女性が男性よりも高い不安を示すという仮説を設定し，社

会的体格不安の性差に関して検討を行った。

　日本語版SPASの合計得点について男女間においてt検定を行った。その

結果は表5に示すとおり，女子学生（M＝45．5，SD＝8．47）が男子学生（M

＝32．9，SD＝9．39）と比べて0．1％水準で有意に高い値を示した。つまり，

女子学生が男子学生よりも社会的体格不安が高い傾向にあることが示された。

　このことは女性，特に青年期である女性は男性と比較して，自分の体格につ
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表5　日本語版SPASの男女間のt検定

M S．D． T－value PROB
男　性 32．87 9．39

女性 45．51 8．47

一24．44 P〈．001

いて他人が評価することを経験する中で高い不安が生じる傾向にあるものと思

われる。

　さらに，各項目毎の男女間の相違を検討するために，κ2検定を行った。そ

の結果，全ての項目で0．1％水準で有意な差が認められ，女子学生が12項目全

てにおいて高い傾向にあった。つまり，社会的体格不安を構成する全ての項目

で女性が高い不安を示していたものと考えられる。

　日本語版SPASの合計得点のt検定及び，日本語版SPASの各項目毎の

γ2検定の両分析の結果から，社会的体格不安は女性が男性よりも高い不安を

示すという仮説が支持されたものと思われる。

　身体カセクシスや身体情緒に関する先行研究においても，女性が男性と比較

して，身体に対する不満が大きく2）’3）’7），身体サイズを過大評価する傾向4）’

5）’9）があることが指摘されており，社会的体格不安についても同様の傾向が

示されたものと思われる。

【まとめ】

　本研究は，Elizabeth（1992）1）らが作成した社会的体格不安スケール（social

physique　anxiety　scale：SPAS）を基に，日本人へ適用可能な社会的体格不安

尺度を作成することを試みた。また，社会的体格不安の性差に関して検討を

行った。

　主な結果は以下のように要約される。

　1）内的整合性を調べる項目分析の結果と折半法による信頼性係数の結果か

　　　ら日本語版SPASの信頼性は確かめられた。
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2）主因子解とノーマル・バリマックス法による因子分析の結果から日本語

　　版SPASの因子的妥当性が確認された。

3）日本語版SPASの合計得点の男女間比較の結果及び各項目毎の男女間

　　比較の結果から，女性が男性と比べて社会的体格不安が高い傾向にある

ことが示された。

　これらのことから，社会的体格不安スケールの日本語版の信頼性，因子的妥

当性が確かめられ，日本語版SPASの質問紙としての客観性が確認されたも

のと思われる。今後は日本語版SPASを用いて，社会的体格不安と身体活動

との関連，社会的体格不安と肥満度や性格特性との関係，あるいは社会的体格

不安の高い人のコーピングの仕方等について検討していく必要があろう。

付記）本研究は，平成5年度文部省科学研究費奨励研究A（05780080）の補助を

　　受けて行われた研究の一部である。
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〈日本語版SPAS＞

氏名（　　　　　　　）男・女学籍番号（　　　　　）

現在の身長は（　　　　cm），体重は（　　　　kg），年齢は（　歳）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）

あなたの体型について聞きます。該当する答えを下から1つ選び番

号を［コの中に記入してください。

回答番号

1．全然そんなことはない2．少しは当てはまる3．まあまあ当てはまる

4．良く当てはまる　　　5．とても良く当てはまる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答

1．自分の体型について特に不都合は感じていない。　　　　□1…］

2．やせすぎ，或いは太りすぎにみえる服を着ても全然気にな

　らない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［コ｛’一

3．自分の体型を気にしなくてよかったら良いのになあと思う。口i

4．自分の体重や筋肉のつきぐあいのことで他人にあまり良く

　評価されていないと思うことがしばしばある。　　　　　口…

5鏡をみてなかなか良い体型だと思う。　　　　　　　　　［コi

6．時相分の体型の悪さが気になって仕方ないことがある．口∵

7．他人が一緒にいると自分の体型が気になってしまう。　　［コ…

8．自分の体型がどんなふうに他人の目に写っていようと特に

気にしない・　　　　　　　　口
9．自分の体型について他人が何かいっていることが分かった

　ら嫌な気がする。　　　　　　　　　　　　　　　　　［コi

10．体型がはっきりするような格好をするのは恥ずかしい。　［コ…

11．自分の体型が他人にみられていることがはっきり分かって

　も落ち着いていられる。　　　　　　　　　　　　　　口1一’1

12．水着を着ると体型が気になる。　　　　　　　　　　　　　□’


